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序説
都市の規定 と 地 理 学
「都市＆は何かJという問題は地理学の問題としても常κつきまとうもの























核を中心Vて集った形式 Or七日 form Jをもった集落であるとする Dorries, 
H.の考え（1930:Der gegenwar七Lge S七a工id der S七ad七Eeograph1e, 
Pet. Mitt., Ergzgsh f七.209, S.340）から、 「大集落で、経済、政
治、文化などをはじめ出来るだけ多方面的κ……ある領域の中での交通中心
と念っているものJであ b、「その特徴的指標は、周辺から中心に向うにつ
れて」増加してゆくとするよう左 B口beck(Bobeck,1927., Grundfragen 











(Klapper, R.1956/57: Der geographische S七ad七begriff,
G巴ogr. Tasohenbuch, S.453-61）。














































ば、 1平方キロ当りの人口 50 0人をもって下限とする仏、 8 0 0人を下限
とする米、 1, 0 0ト 3,00 0人（地方によタ異なるが）を下限とする独、2,500
人を下限とする英念ど欧米でも様々である。わが国では人口集中地区につい




































彼が考えた中心地の性質の変化の段階は、 M （市場町） -A  （役場所在地）
-K（郡中心地） -B  （県中心地） - G  （地方中心地）という移行であ払
とれは勿論大地方中心から次第に世界的左大都市にまで至る。ととろで、中
心地が都市的に念る最下限はというととを考えるに、 M（人口 1,200)-A 
（人口 2,00 0 )-K （人口4,00 0）ーB（人口10,000）ー何人口 30,000）と






































































189 5年に彼の発刊した” Geograph工EChe Z巴工七日ohrif七”は
第 2次大戦の終bまで続き‘ ドイツ及び世界の地理学界の中心的地
位を築いた。主著は‘
Geographie,ihre Geschich七e,ihr wesen 
und ihre Meもbode, 1927 
－． Grundzuge der Landerkund巴， 2Vol., 1907, 24 
































トポグラフィカノレ1.i:位置についての考察も、 Hirschf'eld,G.(1884 ~ 
Zur Typologie griechischer Ansiedlungn im Aler七um,H工日七．
u.phil. Au士s'alze fur E. Our七工us), Hahn, F,G,(188S;D1e 
S七ad七日 der norddeu七日chen Tiefe b白日巴， Forschungen zur 
deu七日Ch巴n Landes -und Volkskunde, Bd. 1. He fも 5〕や
じowl,(1888~ Siedlungsar七en in den Hochalpen, Forschungen 































ランス地理学者。 19 0 6年以来グルノープル大掌に職を奉じた。
「アルプス地理研究所」を設立し 「アルプス地理Revu巴de
G~ogr 乱phie Alpine j i誌を発干！Joフランス・アルプス （Le白
Alpes Franc;aise, 1925〕、北米〔d Am~rique du 
Nord , 1933）念ど多くの地誌を出している。本稿使用書は‘
， ，  






















シy トの要素は一般であるよ b厳密念定義にか hわるもりであ夕、ある都
市が「シチアシオンが提供した要素から念ぜそのうちの一つを選択したかJ
の問題である。「その景観の中にある都市を位置ずける諸要素は特に自然念
もの phyai.qlleであ D」〔lbid. : 308）、シチアシオンでとタあげられた自
然的要素のローカル念条件がそれであるo
「シヅトやシチアシオンの性質は歴史的事件とともに価値を変えうるもの
であb」〔 lbid. : 312) .第 2の研究をする必要性がと Lにある。
「時聞の中にかける研究の後、空間の中にbける研究がある。……どのよ
う~仕方で‘どのよう左割合で地理的要因や歴史的事件の影響がそとに見出






Hugo Hass l立E巴r ( 1877-1952），オーストリーの地理
学者。 A ・ベンクに学び地形学に始まって、文化地理学、地誌研
究にと広い分野に活動した。都市地理学には早くから着手し、
1 9 1 0生存のウィーンの交通・都市地理研究以来ドイツの都市地
理研究をリードした。
今世紀前半のドイツに於る指導的な人文地理学者であった。主著は‘
Die geograp且lsche Grundlagen der Geschic h七e,
1 9 3 1 
都市に関ナる主要論文は、
電Uber Aufgaben der S七五d七巴kunde，” in Petermann 
G己ogr. M工七七.'191 0 .（本稿引用）
収 Be l七rage zur Ve r瓦ehrs -und Si edl ung sgeograph1 e 
Wien E，” in Mi七七． Geogr. Ges., Wien, 1910. 
電 Beユ七rage :rnr S七ad七geogr在phievon Wien，＇’ in 






















先づHanslik( Hanslik, E. : 1: 4560 • Biala, eine deu七日Che
































民、として都市経済の地図イLが甚し〈重要に在る (Bobek, 1927; Grund-













Anもhropogeographie, 2 Vol., 1882, 91 
Pol i七ische Geographie , 1897 












































George Cha bo七 （1890ー 〕． 1945年以来永〈パリ大
学教授であった。経済地理‘都市地理を中心に広〈人文地理学に
関して活動してきた。本稿使用書は、 Lesv工lles,1948 
シャポは都市を定義するにあたって． 1.数量的定義‘ 2.歴史的基準． 5行




の3つの要素も外的側面の中に現われてくる J(Chabot, G.,1948,Les 

















(ibid,; 185-186）ととを指摘した。近郊 banli eue immed工a七日＝










ス大学教授とな b、 19 5昨リーズに戻る。
都市地理学を中心に多方面に活動し、地理学史家としても著名。
主著は、
c 1七y,region and regionalism,1947, Regional 
ecol o gy • 1 9 7 0 • 
本稿使用書は、 Ciもy and Region, 1964. 
都市を中心とし．それと様々友関係をもっ農村を含めた、言わゆる都市圏
は地理学では普通5つの圏域に区分する。欧米を中心とした実証的都市地理
研究を集大成した書を出しているディキンソン（ Dicinson,R.E.; City 




との外側に都市居住地区 Ci七y s e七lement ar巴aがある。「都市労働
者の通勤時聞は普通 1時聞が限界であD、大都市から半径約 20マイル以内










である。 j(Dickinson, 1964:237-8) 
「都市商圏 city もr丑de areaはその外側にあb、最も広〈、中心の都
市とは時身交流が行なわれる地区である。との地区での局地的流通のほとん
どは地方町 local 七ownK直結してな丸中心の都市は地方町に念い財や
サービスを提供する。業務の頭bead of affairs, 機会の場 sea七 Df 
oppor七uni.七yである。」（ ibid,:238〕
彼は以上の5圃域を総称して、都市圃 Ci七y-reg工onとよんでいる。
要約すれば、第 1障は都市複合体urban complex としての都市であb、
第2闘は通勤圏L第 5歯は影響圏である。とのよう念都市留の 5区分はグリ
ーン〔 Green,L,P，〕のヨハネスフソレグの研究での都市核（中心業務地区
C日目ral business dis七ric七）、都市地区me七rJ pol l七an zone , 
都市圏 me七ro pol i tan r e g ion （都市核の影響範囲）という区介やボーグ
( Bogue,D,J，〕の合衆国 67都市の研究での”直接関係地区zone of 
dire Cも par七工Cipa七日立”“交替地区 zone o f 工n七日rehangs”なよび











Megalopolis, 1961 . 
I ゴットマンは 1957年大都市が連続して存在し、特異左景観をもっア
メリカ合衆国北東部臨海地区〔南北 60 0マイル、東西 30～10 0マイル、









1957: Megalopolis ,Econ.Geogr. 33, 46）、「旧来の農村と都市の区分
























ゴットマンは人文地理学の分析方法について記した論文（ Go七七mann 1947~ 
























































（ゴジトマン著 3石7J<訳： 23 0）。
























































8. 「都 市 の 景観地域 J
木内信 蕨（ 19 1 0ー
浦和高校を経て． 1935年東京帝国大学理学部地理学科を卒業、
1949年全大学助教授（教養学部、理学部併任h 1956年教授
に昇進、 19 7 1年停年退官。現在成城大会手城。
早くから都市研究に志し、「都市の地理学的研究Jで理学博士
となる〔 1950）。後「都市地理学研究」古今書院 （195 1〕を
出す。多方面の著作があるがとれが主著と見倣される。そのほか、



























古代都市の発生は IT （乾期をもっ熱帯入 ETs （温暖夏乾燥） , IIITs 
（寒冷夏乾燥）に於て行われた。とれらの地域κ古代よタ発達した都市は防
委員を第 1とし．囲郭を有し、 ET 呂、 ll!Tsに於ては丘上位置をとってきた。
T （七rocke川、 s ( sもeppe,Sa wanna）に於ては、泉または井が都市生
活の中心を作る。宗教的建築物（カソリッ九マホメ y ト教、ヒンヅー教、
ラマ教などの）が市衡を飾る。

















Grundfragen der Sもadもgeographie, 1927；” Ue b巴r
e1n1ge funk七ionell巴 S七ad七yp巴n und ihre Bez1 e -




























































物質的・文化的必要を 10 0 係市場V亡依存するものだから、 「都市的生活」
が生じてくる。食料・衣料品店、消費物資生産工場、教師．役人等が集まる







都市人口は次第に増刀向。 19 3 0年代日間では全人口の3が都市
住民であるという聞が多く左った。
1 9 3 3年のドイツの人口の職業中＼'ti成をみると、商業・交通・公務・自由
業の他手工業と工業の一部、つまり「中心的献業集団 Jともいうべきものの
全人口に対する比率を考えてみると、それが約 75%である。「中心的職業








































Ohaun cy D. Harr is 〔1914一 ）シカゴ大学出身、
19 57-58年アメリカ地理学会々長。各園地理学界の名誉会員、
1 94 7年以来シカゴ大学教授をつとめる。著者は、 C工Hes of 









を主指標に‘職業構成を副次指標に用いた（ Harris,C,D. ~A 向日 C七 l on al 
Cl在日目工fi C在七工on of o lもies 1且七heu.s.,G巴ogr.Rev. 33, 1943）。
彼は次のように都市を？分類した。
工業都市（M' ）；商工業従事者の 74 %以上が工業に従事。工業が全職業
の45%以上。
工業都市（ M ）；上記の前者が60%以上。後者が 30 %以上。
小売都市（ R ）；小売業従事者が商工業の 50 ¢以上、卸売業の 2.2倍以上。
卸売都市（ w）；卸売業従事者が商工業の 20%以上‘小売業の 45%以上。
交通都市（ T ）；運輸・通信業が全職業の 11 %以上、工業件以上、商業
の？以上。
鉱業都市（ M ）；鉱業が全職業の 15 %以上o
大学都市（ E）；大学関係者が人口の 25%以上。













サスをデータにしたネルソン（ Nelson,H.J. ~A service Classifiー





部門（記号〉 平 均 値 標準偏差
工 業 （M f〕 27.0?qjも 1 6.0 4係
小売業（ R〕 19.2 3 3.6 3 
専門サービス（ p f ) 1 1. 0 9 5.8 9 
運輸・通信（ T) 7. 1 2 4.5 8 
個人サービス （p E 〕 6.2 0 2.0 7 
公務業（ p b) 4.5 8 3.4 8 
卸売業（ w) 3.8 5 2. 1 4 
金融保険業（ F) 3. 1 9 1. 2 5 




値プラス 3標準偏差以上を区別する。例へば工業では 43.1 1～5呪15%を特













R.H. 1965; Meれ1odand purpose in f'unoti anal 色ownalas -
si!icaもion, Ann, Ass. Amer. Geogr,, 56, p.539-48）がオ




























アレキサンダー （Alexander,J.w., The basic ー nonbasic
conoep七 of ur lコ丘n e co no皿lc functions, Econ. Geogr.,30, 
1954 ）によると、との概念は用語はちがっていたが、オールソウ〔 Aurousー
seau,.M., 1921; The d工s七ribution of Pop叫 a七1on, G巴ogr.
Rev. 11）がはじめて指摘し、とれを特定の都市に適用したのはハーツホー
ン（ Har七shorn巴， R.,1936', A new map o r七he manufa c七uring






あげたホイト（ Weimer,A.M. and H. Hoy七， 1939; Principle of 


























mum requiremen七 日 出 コdと称せられる。
合衆国の人口 1万人以上の 864者E市の工業を研究した時、アレキサンダーソ
ン （Al巴xande-rsson,G.; The indus七rial sもrueもはre of American 
C工七ies,1956) はとの方法を用いた。各部門どとに構成比の小から大へ





とれを考慮した計測法がウルマンら（ Ullman,E.and M.Dacey,1960;The 












以上のような計測法や概念自体κついて、アイサード （Isard,W., 1960, 






















機的統合体として都市在とらえる、との穫の研究はカロJレ（ Carol, H., 
The hierarchy of oen七ral fはnc七工Dns wi七hin 七he cュ七y,A. 




















最も低位の局地的業務地区 local business dis七rio七については実
際に調査をしてならず、明確κされてはいない。チューリタヒに 20ク所あ
るとされる、第2の近隣業務地区 neighborhood bisine sヨ dis七ri c七
は市街地の端に多くあ払雑貨、食品‘精肉、薬の店と外科医が特徴である。
との中心地の 1例であるゼーパ yハ Se巴baoh（市の北端）ではシャンベン
は 1種類、タパコは 11 2種規腕時計は40～200フランのもの‘宝石は30
～21 0 フランのものが店頭にあった。第5の地域的業務地区 regional 
business dis七ri G七の 1例であるウルリコン Oerlikon（市の北部）で
はシャンベンは 5種類、タバコは 205種類、腕時計は 60～950フラン、宝
石は 5ト 10 50 フランのものが買える。 ζの第3位の中心地では金物店、
花屋、美容院、写真屋、銀行が特徴である。さらに上位のチューリッヒの中
心業務地区 cen七ral bus工nesヨ distriotは7階層の第 4:.1;~ よび第 5段
階の機能をもっとされ、商業以外の行政左どの中心機能と結びついている。
そこへ行けば店頭には 20種のシャンベン、 5 0 1種のタバコ． 10 0～2万






















D工e ze江七ralen Or七e 工n 81日ddeu七日chlaud, 1933 • 





（江沢訳；都市の立地と発展、 19 69：原書は 1933年）。との理論は都
市の交易と施設の立地論ともいえるもので、チューネンの農業生産の立地論
( Th江口巴n 1842; Der isol工巴r七巴 Staa七）、ウェーバーの工業立地論
(Weber,A.1909; Uber d巴n S七ando rt der Indus七rien,Ers七er

















































: 9 4 ）しかし他vc2つの原月ーも存する。その一つが安通原理である。「交
通原理によれば、二つの重要在者l市の閣の直線的で建設費の安い交通路にで
きるだけ多〈の重要な中心地が接するようになる。 J（クリスタラー 1969 












































George K. Zipf'. ハーバード大学の社会物理学者。物理学の
重力法則を人間集団の配置の説明に利用している。本稿で引用し
た HumanBeh丘viour and 七he Prユncipl巴 Df Leasも
Effor七， 1949のほかVLNaもional Uniもy and Disuni七y,
1941, The Psycho -Biology of Language, 1935, 
Sel ec七ed S七udies o f 七he Principle of R巴laもive
Frequency in Language, 1932をどの著イ乍がある。
一地域には多数の小中心地と小数の大中心地があるととはだれしも認める
ととろである。では中心地（都市）の順位と規模にはどんな関係があるのか？
両者の規則的関係をはじめて指摘したのはアウエルバ yハ （Auerbaoh,F. 
1 9 1 3 : Das Ge s e七z der Bevolkerungs Konzen七ra七工on, Pe七．
Ge o gr • Mi t t • 5 9 ）である。との関係を都市の順位・規模の法則と称し、
次式であらわす。
P r =  Pi /rlf 
ととで、 Prは当該地域内の都市に人口規模j願に順位をつけた時‘ r番目の者I)


















のコミュニティの人口を P. 2ヲの力の比を Fとすると、次の関係がある。









「国の第 1位の都市の規模はいずれも相対的にきわめて大きい j(Jefferson, 





( s七ewar七， C.T.1958; The size and spacing of' cities, 
Geogr. R巴V • 48; 222-45）。





( Berry,B.J.L.1961~ Ci七y size di s七ribQもionsand economic 











の設定とよ bよい分析のための基礎となるととは否定でき念い。 j(Isard, 









本稿使用の Loca七工onal analysis iロ h岨 an geography, 
1965のほか R.J. Chorユey との共著 Ne七work 日 a工ysis 
in geography, 1 9 6 9など3がある。
都市の中心からの距離にともなう人口密度の変化に関する多くの研究を要
約評論した地理学者として、ハグ νト（ Hagge七 1965）とガーナー
(Garner, B.J., 1967; Modelis o f はrban geography and 
Set七leme n七l00在七lon, Models in geographyの p.303 -60）が
ある。以下は彼らの記述から引用したものである。
「都市の周辺の人口密度傾斜の形状についてはチ且ーネン以来関心がむけ
られていたが‘クラ F ク（ Clark, c., 1951; Urban population 





Pd=  Po e-td 
ととで Pdは中心から距離 dになける人口密度、 bは傾斜、 Poは周辺の密度
から外挿された、中心部の密度である。 J( Hagge七 1965:154-155 ) 
「中心部の密度（Po〕を直接研究した例は少左い。ワインスパラ （w工nsー
borough, H.H., 1961, A Compar a七工ve S七udy of urban 







の割合と有意な正相関を示すととを指摘した。 J（工b工d• : 155) 
彼はPoはbとは無関係としているが、ペリーら（Berry:1963; Urb在n
Popul a七工ondensi七ies, Geogr, Rev, 53, P.389-405）の分析
ではPoをb と都市の年令（人口 5万人になって以来の年数で計る）の関数
であD、Po の変動の 61 %がとの両変数で説明できるとしている。
傾斜（ b ）の形については多くの研究があるが、指数的に低下するという
クラークの明言をくつがえナ例は左い。「それ故、傾斜の差を生ずる原因に
関心がむけられている。ムス（ Mu七h,1962; The spa七ial e七rucもはre 
of もhehoはB工且gmark e七， Papers & Proc. Reg, Sci. Ass. 7.) 




%を説明するとしている。（ Hagge七 1965: 156-157) 
ムス（ Muth1962）は密度の負の指数状の関数を住宅生産が同様の形をとる
ととから説明し、都市の土地市場理論から論理的に誘導できる一般形である

























地理学のPh.D. をとった。ととでw.L. Garr 1 B D Ilから計量地
理学を学び、彼は今日、アメリカ計量地理学の第 i入者となった。
本稿で引用した西岡他訳（ 1970年）「小売業・サーピス業の地
理学 J（原著， 1967;Geography of' marke七 cen七er and 













0 1 2 
























































レ ッ シ ュ
アイザード
A. L・~sch ( 1906 -1945) はドイツの経済学者。経済立地
論を部分均衡論から一般均衡論へ高めた。本稿で引用したのは主
著 Die r"aumliche Ordnung der Wir七schaf七（第 1版
1940）の訳本 （ 1968 ）篠原泰三訳、経済立地論。




Location and Space -Economy, 1956の姉妹編ともいうべ





























業の全企業にとっての、都市化の経済 urbanizaもioロ economies j 




















































































落」（ 1841;Der Verkehr und die 仙ヨ iedelungen.淡
川康一訳， 1966：コールの交通緊落論〕である。















































































































Geography, 1951のtまか、 Environmenも， Raceand 
Mi gr a七lon, 1937, Our Evolving Civiliz a七ion,1946 
念どが人文地理関係の主著である。彼の著作は 43，論文は約 150
と言われる。その主左リストは Annal s , As s .帥erican
Geographer, 54 (1964),pp.624 -629〕 にのョている。
彼は気候や極地に関する著書のほかに「都市地理学J( Taylor 1951) 
を著した。との書は 1941年の Associationof American Geographer 
の大会で行なった会長演説論文（Taylor,G., 1942: Environm巴口七，














範囲が放棄される。（ Taylo!-1942; 49〕トロントでは 1818年までが幼






1.2In+P七（s.)Op= Ha (N口）＋日b( 2w.) 
左辺[r;！：人口 1.2千人で幼年期 （In : i n fan t i l e〕の首都（ Op;capital）‘ 


































wa l七er Ge工sler (1891-1945) は‘ ドイツの地理学者、
テューピングン．ライブチヒ大学;5:どで学び． 1917年夕、ンチヒ








主著は‘ D工e deu七sohe S七adt,1924; Zur Wirtschaf七s-










地理学が景観の研究を中心にたくという、 Schlu七er( 1906: Die Ziele 
der Geographie der Mensch印）ゃPassarge(1913:Phys10ー



















lands cha f七ヨtypen を設定すべきととを述べる。彼が実際に力を入れて




観型」をと b出す為の布石として、編著「世界の都市景観J19 3 0年を出し
た。そとにはラテン・アメリカを扱った Drascberの論文、 ロシアの都市に















Pi巴rre Geo r g e ( 1 9 0 9一 〕．パリ大学教授。人文地理
掌の各領域にまたがb、精力的に著作を発表。常に問題を提起し








多いカーと Lでは初期の著作である『都市JI( 1 9 5 2 : La vi 11 e , 
le f丘ir urbain d 七ravers le monde）から、オリジナ
Jレ左薗を指摘してなきたい。
彼は従来からの都市の元或‘たとえば規模 d工m巴nsionぉ建物の相観
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